
２０１８年１１月１５日 

渋谷スクランブルスクエア株式会社、東京急行電鉄株式会社、東日本旅客鉄道株式会社、東京地下鉄株式会社 

▲ＳＨＩＢＵＹＡ ＳＫＹ俯瞰イメージ    ▲ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳイベントスペースイメージ ▲３階アーバン・コアイメージ（西側より） 

渋谷スクランブルスクエア株式会社、東京急行電鉄株式会社、東日本旅客鉄道株式会社、東京地下鉄株式会社は、 

「渋谷スクランブルスクエア第Ⅰ期（東棟）」（以下、本施設）の開業時期を２０１９年「秋」とするとともに、展望施設・産業交

流施設の名称・ロゴとコンセプトなどを発表します。 

本施設は、渋谷エリアでは最も高い地上４７階建てで、展望施設、産業交流施設、商業施設、オフィスにより構成されて

います。 

１４階・４５階～屋上の展望施設の名称は、「ＳＨＩＢＵＹＡ ＳＫＹ（渋谷スカイ）」と決定しました。日本最大級の屋上空間を

有し、渋谷最高峰の地上約２３０メートルを誇るとともに、渋谷の中心に位置し、スクランブル交差点や、富士山、東京スカイ

ツリー○R などを一望できる３６０°パノラマビューを実現します。また、デジタルテクノロジーを演出に用い、来場者の感覚を

刺激する体験型展望空間を展開予定です。 

１５階の産業交流施設の名称は、「ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ（渋谷キューズ）」と決定しました。コミュニティコンセプトを 

「Ｓｃｒａｍｂｌｅ Ｓｏｃｉｅｔｙ（スクランブル ソサエティ）」とし、多様な人たちが交差・交流し、社会価値につながる種をうみだす未

来共創施設です。２００名規模のイベントを受け入れ可能なイベントスペースをはじめとする、４つの要素からなる共創空間

を備え、「問い」を起点とした独自プログラムと、東京大学・東京工業大学・慶應義塾大学・早稲田大学・東京都市大学など

との連携により、新しい価値の創造、クリエイティブ人材の育成を目指します。また、２０２７年度に整備予定の第Ⅱ期（中央

棟）の「情報発信・先端技術発信施設」、「国際交流施設」、第Ⅱ期（西棟）の「観光支援施設」とともに、渋谷から世界に情報

発信をしていく中心機能を担います。 

地下２階～１４階は、営業面積約３２，０００㎡の都市型商業施設です。変化と創造の街・渋谷にふさわしく、心が躍り心に

響く旬感を体験できる「世界最旬宣言」をビジョンとします。コンセプトは「ＡＳＯＶＩＶＡ（アソビバ）」。常に変化を感じることが

できるポップアップスペースを複数設けるなど、時代の最旬を求めて渋谷に集まる遊び心いっぱいの人々を、いつでも  

“ＶＩＶＡ”なキモチにさせる施設を目指します。 

１７階～４５階は、賃貸面積約７３，０００㎡、基準階面積は最大約２，９００㎡（約８７０坪）のハイグレードオフィスです。渋

谷最大級の広さに加え、渋谷駅直結・直上の高い利便性を誇り、入居企業のブランド価値を高めます。また、日本の成長を

牽引する企業が集結し、渋谷が新たなオフィスのブランドエリアとして確立することを目指します。 

本施設の開業に伴い、渋谷駅や歩行者デッキなどの各階をエレベーターやエスカレーターによって結び、地下やデッキ

から地上に人々を誘導する、街に開かれた縦軸空間「アーバン・コア」を整備します。すり鉢地形である渋谷の縦移動の拠

点とし、街の回遊性を高めます。 

本施設は、「混じり合い、生み出され、世界へ」をコンセプトに、世界中に知られる日本を代表する名所、渋谷のスクランブ

ル交差点に面する新たな「ＳＱＵＡＲＥ（街区/広場）」として、渋谷の中心からムーブメントを発信し、新たな文化を生み出す

ステージとなることを目指します。 

詳細は、別紙の通りです。 

１００年に一度と言われる再開発で、新たに生まれ変わる渋谷駅直結・直上の新ランドマーク

２０１９年秋、「渋谷スクランブルスクエア第Ⅰ期（東棟）」開業 

渋谷を一望できる地上約２３０ｍ・３６０°パノラマビューを誇る展望施設「ＳＨＩＢＵＹＡ ＳＫＹ（渋谷スカイ）」 

社会価値につながるアイデア・新規事業などを共創していく産業交流施設「ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ（渋谷キューズ）」 
各用途の名称・ロゴ・コンセプトを発表！ 



 

【別紙】 

「渋谷最高峰約２３０ｍ。空と一体になる体験型展望空間 ＳＨＩＢＵＹＡ ＳＫＹ（渋谷スカイ）」 
 
日本最大級の屋上展望空間（約２，５００㎡）を有し、渋谷最高峰の地上約２３０メートルを誇る展望施設が渋谷の中心に

誕生。スクランブル交差点や、富士山、東京スカイツリー○R など、３６０°一望できるパノラマビューを実現し、空と一体とな

る圧倒的解放感・浮遊感を提供します。また、デジタルテクノロジーを演出に用い、来場者の感覚を刺激する体験型空間な

ど、雨天でも楽しめる屋内展望施設（約３，０００㎡）も兼ね備えます。ＳＨＩＢＵＹＡ ＳＫＹは、世界中の人々が集まるスクラン

ブル交差点を眼下におさめ、渋谷のダイナミズムを体感できる新たな街のシンボルになることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ＳＨＩＢＵＹＡ ＳＫＹ 俯瞰イメージ                    ▲ＳＨＩＢＵＹＡ ＳＫＹ スクランブル交差点を見下ろすイメージ 

 

■名称 

ＳＨＩＢＵＹＡ ＳＫＹ／渋谷スカイ 

 

■ロゴデザイン 

ロゴデザインは、漢字の「空」をモチーフに、水平・垂直・斜めの分割線で構成した「スカイグリッド」によって作り上げて

います。さまざまな形からなる正円の「空」の造形は、大地とそこから広がる青空を表現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             ▲ＳＨＩＢＵＹＡ ＳＫＹ ロゴデザイン 

 

 

 

 

 

 

展望施設 （１４階・４５階・４６階・屋上） 

 

 

 

 



 

 

「問うことが、未来を創る ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ（渋谷キューズ）」 
 
多様な人たちが交差・交流し、社会価値につながるアイデアや新規事業などを生み出すことを目指した未来共創拠点、 

ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳが誕生します。ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳが大切にする価値「問いの感性（Ｑｕｅｓｔｉｏｎ ｗｉｔｈ Ｓｅｎｓｉｂｉｌｉｔｙ）」を磨

き、渋谷ならではの多様なバックグラウンドや活動領域の人たちが混じり合うことで、分野を超えた新しい発想による知の融

和、価値の創造、クリエイティブ人材の育成を目指します。 

 

１.多様な人たちが交差・交流し、共創するコミュニティ「Ｓｃｒａｍｂｌｅ Ｓｏｃｉｅｔｙ（スクランブルソサエティ）」 

ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳは、年齢やジャンルを問わず、渋谷に集い活動するグループのための拠点です。コミュニティコンセ

プトを「Ｓｃｒａｍｂｌｅ Ｓｏｃｉｅｔｙ」とし、グループ間の交流や領域横断の取り組みから化学変化が生まれ、未来に向けた価値

創造活動を加速させます。 

 

２.「問い」を起点とした独自のプログラム 

物事の本質を探究しその問題発見に取り組むことを、ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳでは「問い」と定義しています。よりよい未来

の創造へ向けて「問い」の発見から解決の種を共創するまでを、ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ独自の多彩なプログラムにより、学び

から実践まで一気通貫でサポートします。 

 

３.社会実装を目的とした「実証実験」 

渋谷の街や渋谷駅を結節点に広がるリビングラボと連携するなど、社会と双方向の交流を行いながら未来の種を検

証する、「実証実験」の機会を提供することで、社会実装の実現を目指します。 

 

４.「クリエイティブ人材」の育成 

ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳでは「クリエイティブ人材」＝「『問い』が立てられる人」と定義します。領域の異なる多様な個が出会

い、思考や哲学が交わる「知の交差点」の役割を担うことで、新たな価値を創造する人材の育成を目指します。 

 

５.大学をはじめとした外部パートナーとの連携 

ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳは、東京大学、東京工業大学、慶應義塾大学、早稲田大学、東京都市大学の５大学と連携します。

上記の取組みも含め、多様な外部連携先とともに、渋谷におけるさらなるオープンイノベーションの実現に向けた検討を

推進していきます。 

 

 

■名称 

ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ／渋谷キューズ 

 

■ロゴデザイン 

ロゴデザインは、漢字の「問」をモチーフに、水平・垂直・斜めの分割線で構成した「キューズグリッド」によって作り上げ

ています。そのシンボルは、ＱＷＳの頭文字である「Ｑ」、対話・発信を表した「吹き出し」によって形作られています。色は

本質的「問い」を発見・解決するための冷静な思考力をブルー、「問い」を解決し新たな未来を牽引するクリエイティビテ

ィ・成長力をイエロー、自分自身の考えをしっかりと持ち常にチャレンジし続けている芯の強さをダークグレー、新たな価

値を生み出そうとさまざまな要素とコミュニケーションを図る調和力をライトグレーで表現した４色を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ▲ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ ロゴデザイン 

 

■ティザーサイトＵＲＬ  ｈｔｔｐｓ：／／ｓｈｉｂｕｙａ－ｑｗｓ．ｃｏｍ 

産業交流施設 （１５階） 

https://shibuya-qws.com/


■フロアコンセプト（フロア面積 約２，６００㎡） 

ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳは共創空間に必要な要素を、「ＱＵＥＳＴ：探究する場所」、「ＷＯＲＫ：活動する場所」、「ＳＡＬＯＮ：社

交する場所」そして「ＴＯＷＮＨＡＬＬ：全体の結節点となる場所」の４つと定義しました。活動や対話が活性化し、イノベー

ションを創発する空間を提供します。 

①ＱＵＥＳＴ：探究する場所 

２００名規模のイベント受け入れが可能な、活動の成果を披露するイベントスペース 

②ＷＯＲＫ：活動する場所 

プロジェクトベースのグループワークに特化した活動拠点 

③ＳＡＬＯＮ：社交する場所 

多種多様な人による交流、対話の場 

④ＴＯＷＮＨＡＬＬ：全体の結節点となる場所 

施設の玄関口となり、利用者とゲストをつなぐ縁側的な空間を果たす場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■シンポジウムの開催について 

ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳの目指すビジョンを発信し、渋谷を舞台としたオープンイノベーションへのさらなる期待感を醸成

することを目的としたシンポジウムを開催します。東京都知事 小池百合子氏の基調講演をはじめ、さまざまな角度か

らイノベーションをテーマにしたトークセッションを実施します。 

 

名 称 ： ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ ＳYＭＰＯＳＩＵＭ “Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｄｉｓｔｒｉｃｔ シブヤ” 

開 催 日 時 ： ２０１８年１２月２日（日）１３：３０～１９：００（１３：００開場） 

開 催 場 所 ： 渋谷ヒカリエ ９階 ヒカリエホール ホールＢ 

入 場 料 ： 第一部 無料  第二部 １５００円（税込）  ＊いずれも事前予約制・先着順 

プログラム ： 第一部 

１）基調講演  東京都知事 小池 百合子氏  

２）渋谷スクランブルスクエア第Ⅰ期（東棟）１５階 ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ 概要説明 

３）トークセッション 

・問いからはじまるイノベーション 

・知的邂逅からはじまるイノベーション 

・シブヤからはじまるイノベーション 

４）ご挨拶  渋谷区長 長谷部 健氏 

第二部  ネットワーキングタイム 

予 約 方 法 ：右記ＵＲＬよりお申込みいただけます  ｈｔｔｐ：／／ｓｈｉｂｕｙａ－ｑｗｓ－ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ．ｐｅａｔｉｘ．ｃｏｍ 

 

 ＊当イベントについてのご取材など、お問い合わせはＰＲ事務局までご連絡ください。 

 

▲ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ イベントスペースイメージ 

▲ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ サロンイメージ ▲ＳＨＩＢＵＹＡ ＱＷＳ タウンホールイメージ 

 

http://shibuya-qws-symposium.peatix.com/


 

 

「“ＶＩＶＡ”なキモチにさせる、遊び心あふれる ＡＳＯＶＩＶＡ（アソビバ）」 

 

フード、ファッション、ライフスタイル雑貨や、カフェ・レストランなど、地下２階～１４階の１６フロアで展開する営業面積約 

３２，０００㎡の都市型商業施設です。常に時代の最旬が集まり、ここでしか巡り会うことができないモノ・コト・トキを提供しま

す。 

 

■ビジョン 

世界最旬宣言 

流行という名のもとに絶えず流れ込む情報、世界中から集まる人々、特別で新鮮に感じられるモノ・コト・トキ。 

多彩な最旬に出会えるこの街を「日本一訪れたい街」にするために、心が躍り心に響く旬感を体験できる「世界最旬の商

業施設」をつくります。 

 

■コンセプト 

ＡＳＯＶＩＶＡ 

時代の最旬があふれる渋谷で、「憧れ」や「ワクワク感」を求めて訪れたお客さまを“ＶＩＶＡ”なキモチにさせる、遊び心

あふれる「３つの遊び場」を提案します。 

①今、ここでしか触れられないモノが見つかり、特別な気持ちになれる「買い場」としてのＡＳＯＶＩＶＡ 

②大切な人と大切な時間を共有し、尊敬・感謝・共感を深める「過ごす場」としてのＡＳＯＶＩＶＡ 

③自分の価値観がいつでも刺激されるコト・トキに出会える「集いの場」としてのＡＳＯＶＩＶＡ 

 

■ターゲット 

時代の最旬を楽しむ「シブヤな人々」 

シブヤな人々とは、渋谷の近くに住んでいる、渋谷で働いている、もともと渋谷で遊んでいたなど、渋谷に愛着や接点

がある人々です。 

 

■ＭＤディレクション 

 

＜ゾーニング＞ 

ＤＡＩＬＹ５（日常性＋発見性） 

 日常を彩り、いつ訪れても新しい発見と出会い、特別を感じられるゾーン 

ＳＴＯＲＹ６（物語性＋回遊性） 

 さまざまなストーリーを持つモノ・コト・トキに触れ、回遊を通じて共感を醸成するゾーン 

ＤＥＳＴIＮＡＴＩＯＮ５（目的性＋滞在性） 

 大人の知的好奇心や食への探求心を満たし、渋谷らしいコミュニティでつながるゾーン 

 

 

＜ＭＤテーマ＞ 

ＳＴＲＥＥＴ ＭＩＮＤ 

 ストリートを軸に発展し、自発的にトレンドを創り出してきた渋谷らしいマインドを表現 

ＢＯＲＤＥＲＬＥＳＳ ＳＥＬＥＣＴ 

 固定概念にとらわれず、自由な新しい発想で「自分らしさ」をセレクトできる場を実現 

ＴＩＭＥＬＥＳＳ ＳＴＹＬＥ 

 時代を超えて愛されるモノや価値を取り入れ、自由に組み合わせていくスタイルを発信 

 

 

■ポップアップ・イベントスペース 

ビジョンである「世界最旬」を体現する場として、週から月単位でテナント 

を入れ替えるポップアップスペースや、本格的な厨房を備えるなど、多様 

なニーズに対応可能なイベントスペースを複数区画展開。 

新しい、まさに最旬なモノ・コト・トキを、このスペースから提供します。 

 

 

 

商業施設 「渋谷スクランブルスクエア ショップ＆レストラン」 （地下２階～１４階） 

 ▲商業施設ＭＤディレクション 

▲商業施設イベントスペースイメージ 



【渋谷スクランブルスクエア第Ⅰ期（東棟） 施設概要】 

 

名 称：  渋谷スクランブルスクエア／ＳＨＩＢＵＹＡ ＳＣＲＡＭＢＬＥ ＳＱＵＡＲＥ 第Ⅰ期（東棟） 

事業主体：  東京急行電鉄株式会社、東日本旅客鉄道株式会社、東京地下鉄株式会社 

所    在：  東京都渋谷区渋谷二丁目２３番 外 

用 途：  事務所、店舗、展望施設、駐車場など 

延床面積：  約１８１，０００㎡ （参考 全体完成時 約２７６，０００㎡） 

階 数：  地上４７階 地下７階 

高 さ：  約２３０ｍ 

設 計 者：  渋谷駅周辺整備計画共同企業体 

㈱日建設計、㈱東急設計コンサルタント、㈱ジェイアール東日本建築設計事務所、メトロ開発㈱ 

デザインアーキテクト：  ㈱日建設計、㈱隈研吾建築都市設計事務所、㈲ＳＡＮＡＡ事務所 

施 工 者：  渋谷駅街区東棟新築工事共同企業体（東急建設㈱、大成建設㈱） 

運営会社：  渋谷スクランブルスクエア株式会社 

＊東京急行電鉄株式会社、東日本旅客鉄道株式会社、東京地下鉄株式会社の３社共同出資 

開 業：  ２０１９年秋 

   

       ▲外観イメージ（宮益坂交差点方面より望む）                        ▲施設構成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲２階アーバン・コアイメージ(渋谷ヒカリエ連絡通路出入り口より) 

▲３階アーバン・コアイメージ(西側より) ▲１階アーバン・コアイメージ(北側より) 

 


